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・Oracle Developer/2000 Webアップグレード相談
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・メインフレーム資産活用
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http://www.oracle.com/lang/jp/direct/services.html

•バックアップリカバリ概要

•バックアップの実行

•データベースのリカバリ

•まとめ
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バックアップ/リカバリとは

①リストア：
バックアップファイルを定位置に戻
す

障害時にDatabaseを復旧する
Restore/Recovery

時間

12/1

12/9

Database

②リカバリ：
変更履歴により、バックアップ時点
から後に行われた変更を反映

Backup
Databaseを構成するファイル
のコピーを保存しておく

Backup

データファイル

制御ファイル

アーカイブREDOログファイル

バックアップリカバリとは、障害時の復旧(リカバリ)作業と、
復旧に必要なファイルを普段から保存(バックアップ)しておく作業
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5553

53

データベース運用モード

REDOログファイル

52

53

54

ノー・アーカイブ･ログ モード

REDOログファイル

52

54

54

アーカイブ･ログ モード

55

ログ順序番号

55

5356

55

循環してREDOログを
上書き REDOログを

上書き前に
アーカイブする

アーカイブ・
REDOログファイル
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アーカイブ・ログ モードでの復旧作業

③アーカイブ適用

②データファイル
リストア

④REDOログ
ファイル適用

①障害発生

障害直前の状態まで復旧可能障害直前の状態まで復旧可能

DataFile Arch1 Arch2 Arch3 Arch4 Arch5

REDO

バックアップ

本番DB

4月2日 4月9日
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データベース運用モードの変更

•　Databaseなどの管理ツール
•　10gからWebアプリケーション
•　GUI操作

Enterprise Manager 

ARCHIVELOGモードに
チェック
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バックアップ取得計画と方法

バックアップ方法は主に3種類あります

•SQL文とOSコマンドを併用したバックアップ

•エクスポートユーティリティの利用
•Recovery Managerを利用したバックアップ

システム要件に応じたバックアップ計画を練る必要があります

例えば、システム要件が以下のようなとき

• 24時間365日システムが稼動している

•週末や夜間は負荷が低い

• リカバリにかかる時間を出来る限り短くしたい

バックアップ計画を以下のようにします

•毎日午前2時に全体バックアップ

•最新世代のバックアップはディスクで管理

•必要に応じてテープでもバックアップを保存

本セミナーでは、Enterprise 
ManagerからRecovery Managerを
利用したバックアップリカバリ方法に

ついて紹介します

本セミナーでは
このバックアップ計画に沿って、
バックアップを実行していきます
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バックアップ設定を開きます

②クリック

①クリック

バックアップの取得
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バックアップ先のディスクに関する設定をします

②クリック
バックアップ可能
かテストをします

バックアップの取得

パラレル度を指定

①並列度：「１」
ディスクバックアップの場所：「　」
ディスクバックアップタイプ：「バックアップセット」
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RMANで取得できるバックアップの形式
• イメージ・コピー

• バックアップ対象ファイルのビット単位のコピー
• RMANの「BACKUP AS COPY」コマンドで
取得

• OSコマンド（UNIXのcpなど）によって
生成されたものとほぼ同等。

バックアップ対象ファイル バックアップファイル バックアップ対象ファイル バックアップファイル

• バックアップ・セット
• RMANによってのみ作成またはリストアできる
独自の形式ファイル

• RMANの「BACKUP」コマンドで取得
• 使用されていないデータファイル・ブロックはス
キップされる

メリット：OSコマンドでリストア可能。
デメリット：未使用ブロックもバックアップに含まれる
ため、ファイルサイズと同等の領域が必要。

メリット：未使用ブロックを含めないため、ファイル
サイズを節約できる。さらにファイルを圧縮する
「圧縮バックアップ・セット」形式にもできる。
デメリット：RMANでしかリストアできない。
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ディスクバックアップのテストが行われます
バックアップの取得

テストが成功したことを
確認
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バックアップポリシーを設定します

①クリック

③チェック
未使用のファイルをスキップし
てバックアップを最適化します

②チェック
制御ファイルとSPファイルを
自動バックアップを指定します

高速増分バックアップを選択可　
(Enterprise Editionのみ)

④「1」に設定
バックアップの世代
管理を設定します

バックアップの取得
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データベースのファイル群

変更があった領域のみを
読み込んでバックアップ

変更があった領域のみを
読み込んでバックアップ

・・・・・・・・ ・・・・・・・・

チェンジ・トラッキング・ファイル
（データブロック単位で追跡）

バックアップ時間も
大幅に短縮 !!

Oracle Database10g以降 : 
高速増分バックアップ
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高速増分バックアップ

全体バックアップ

Oracle Database10g以降：
高速増分バックアップ

18分の1!

※数値は検証結果に任意の定数を掛けたものです
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バックアップを実行します

①クリック
②クリック

バックアップの取得
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バックアップのスケジュールを決めます

③クリック

①データベース全体を選択
バックアップするオブジェクト
タイプを選択します

バックアップの取得

②ホスト資格証明
を入力
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バックアップのタイプ・モードを決めます

④クリック
①全体バックアップを選択

バックアップタイプを選択します

②オンラインバックアップを選択
バックアップモードを選択します

③アーカイブログも
バックアップ

バックアップの取得
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• 直前のバックアップからの変更分を取る

全体バックアップ 増分バックアップ 増分バックアップ 増分バックアップ

～増分バックアップのメリット～

• バックアップ・ファイルのサイズが小さくなります

全体バックアップと増分バックアップの違い

～増分バックアップとは～

9/1 9/2 9/3 9/4
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バックアップモード

制御ファイル

データファイル1

データファイル2

データファイル3

オフライン(一貫性)バックアップ

制御ファイル

データファイル1

データファイル2

データファイル3

オンライン(非一貫性)バックアップ

一貫性のとれていない状態

→　変更履歴情報の反映が必要

　　（ARCHIVE LOG MODEが必要）

一貫性のとれた状態

→リストア直後にDBオープン可能

データファイル1

データファイル2
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バックアップ場所を指定します

②クリック①ディスクに
バックアップ

バックアップの取得
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バックアップのスケジュールを決めます

クリック

「繰り返し」を選択し、
バックアップスケジュールを入力

バックアップの取得

①ジョブ名を指定

「1回(即時)」を選択することで、
設定後直ちにバックアップを
取得することもできます
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バックアップのスケジュールを確認します

RMANスクリプトを
確認できます

クリック
ジョブを発行
します

バックアップの取得
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ジョブ発行の確認をします

バックアップジョブのステータス
が表示されます

クリック

バックアップの取得
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ジョブステータスの確認・変更します

①「ジョブ」をクリック

②クリック

バックアップの取得
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不要なバックアップを削除します

クリック

バックアップの管理
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不要なバックアップを削除します
バックアップの管理

③クリック

②ジョブ名を決め、スケジュール
に「1回(即時)」を選択

①クリック
不要なバックものをすべて削除します
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不要なバックアップが削除されているのを確認します

バックアップファイルが
少なくなっていることが
確認できます

バックアップの管理
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バックアップスケジュールに削除設定を組み込みます

①チェック
バックアップ後、アーカイブ
ログを削除します

②チェック
不要になったバック
アップを削除します

バックアップの管理

※フラッシュリカバリ領域にバックアップを各に格納
する場合は、「正常にバックアップ～」「不要になっ
たバックアップの削除」を選択しないでください。
フラッシュ・リカバリ領域が不足したときに自動で
削除されます。
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フラッシュリカバリ使用領域を確認します

クリック

バックアップの管理
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フラッシュリカバリ領域の使用状況を確認できます

フラッシュリカバリ領域の
使用状況を確認できます

フラッシュリカバリ領域の大きさは
データベースの2倍以上のサイズに
することをお勧めします

バックアップの管理
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データベースのリカバリ

「リカバリの実行」を
クリック

データベース全体をリカバリ
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リカバリの範囲を指定します

②クリック

データベースをマウントするように確
認画面が出ます

データベース全体をリカバリ

①リカバリ有効範囲：「データベース全体」
操作タイプ：「現在の時間～」を選択

③クリック
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マウント状態を確認

データベース全体をリカバリ

クリックインスタンスがマウントに
なっています
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マウント状態でリカバリの実行をします

②クリック

データベース全体をリカバリ

①リカバリ有効範囲：「データベース全体」
操作タイプ：「現在の時間～」を選択



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 38

データベース全体のリカバリの実行:Port-in-Time

②クリック

①「現在の時間へ
のリカバリ」を選択

データベース全体をリカバリ
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データベース全体のリカバリの実行:名前の変更

②クリック

①「いいえ」を選択

データベース全体をリカバリ
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データベース全体のリカバリの実行:確認

RMANで実行されるスクリプトを
確認・編集できます

データベース全体をリカバリ

①クリック

②クリック
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データベース全体のリカバリの実行

「データベースをオ
ープン」をクリック

リカバリ処理中の画面が
表示されます

データベース全体をリカバリ
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リカバリの実行：データベースをオープンします

クリック

データベース全体をリカバリ
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SYSTEM表領域のリカバリ

クリック
準備：以下のコマンドを実行してファイルを削除します

>cd <データファイルのディレクトリパス>

>rename system01.dbf system 01.dbf.bak

SYSTEM表領域を格納するファイルに障害が起きると、
データベースは稼動し続けられません

SYSTEM表領域のリカバリ
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データベースへログイン

ホスト資格証明
を入力します

SYS権限ユーザーで
ログインします

SYSTEM表領域のリカバリ
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オラクル推奨のリカバリを実行します

クリック

SYSTEM表領域のリカバリ

障害の数が1、データベースのステータ
スがマウントであることが表示されます
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障害の表示および管理

障害項目を選択し、
「アドバイス」をクリック

障害が起こっているファイルが
自動的に表示されます

SYSTEM表領域のリカバリ
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手動アクション

①クリック

データファイルのリカバリを行う
RMANスクリプトが表示されます ②クリック

SYSTEM表領域のリカバリ
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リカバリ処理の確認

クリック

SYSTEM表領域のリカバリ
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リカバリを実行します

クリック

リカバリが成功したことを
確認します

SYSTEM表領域のリカバリ
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データベースをオープンします

オープンしたことを
確認します

SYSTEM表領域のリカバリ
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ユーザー表領域のリカバリ：事前準備

②「表領域」を
クリック

ユーザー表領域のリカバリ

　ユーザー表領域を手動でオフラインに設定し、
データファイルをリネームしてリカバリを行います

①「サーバー」を
クリック
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ユーザー表領域のリカバリ：準備
　ユーザー表領域を手動でオフラインに設定します

①オフラインにす
る表領域を選択

②「オフラインに設定」を
選択し、「実行」をクリック

ユーザー表領域のリカバリ
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ユーザー表領域のリカバリ：準備

①オフラインモード
で「標準」を選択

②選択

ユーザー表領域のリカバリ

　ユーザー表領域を手動でオフラインに設定します
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ユーザー表領域のリカバリ：準備

①ステータスが「×」に
なっているのを確認します

②以下のように、データファイルを
リネームします
>cd <データファイルのディレクトリパス>
>rename <データファイル名> <別名>

ユーザー表領域のリカバリ

　データファールをリネームします
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ユーザー表領域のリカバリ

クリック

ユーザー表領域のリカバリ
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ユーザー表領域のリカバリの実行

「エラーを含むデータファイル」と
いうメッセージが表示されます

リカバリの有効範囲に
「データファイル」を選択

クリック

ユーザー表領域のリカバリ
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リカバリが必要なデータファイルを選択します

リカバリが必要なデータ
ファイルが表示されます

クリック

ユーザー表領域のリカバリ
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リストア先を設定します

①選択

②クリック

ユーザー表領域のリカバリ
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リカバリ詳細を確認します

クリック

ユーザー表領域のリカバリ
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リカバリを実行します

リカバリの成功を
確認します

ユーザー表領域のリカバリ
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ユーザー表領域をオンラインに変更します

「オンラインに設定」を選び、
「実行」をクリック

ユーザー表領域のリカバリ
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ステータスより、表領域が
オンラインになったことを確認します

ユーザー表領域のリカバリ

ユーザー表領域をオンラインに変更します
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Agenda

・SQL Serverからの移行アセスメント
・MySQLからの移行相談

・PostgreSQLからの移行相談
・Accessからの移行アセスメント

・Oracle Database バージョンアップ支援
・Oracle Developer/2000 Webアップグレード相談

・パフォーマンス・クリニック
・Oracle Database 構成相談
・Oracle Database 高可用性診断
・システム連携アセスメント
・システムセキュリティ診断

・簡易業務診断
・メインフレーム資産活用

無償技術サービスOracle Direct Concierge

http://www.oracle.com/lang/jp/direct/services.html

•バックアップリカバリ概要

•バックアップの実行

•データベースのリカバリ

•データベース全体をリカバリ

•オブジェクト単位でリカバリ
•SYSTEM表領域

•ユーザー表領域

•制御ファイル

•まとめ
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制御ファイルのリカバリ：事前準備
事前準備：以下のコマンドより制御ファイルをリネームします
>cd <制御ファイルのディレクトリ>
>rename <制御ファイル名>　<別名>

制御ファイルに障害が
発生するとインスタンスは異

常停止します クリック

制御ファイルのリカバリ
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データベースへログインします

ホスト資格証明を入
力

SYSユーザーでロ
グイン

制御ファイルのリカバリ
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障害の表示および管理

対象の障害を選択し、
「アドバイス」をクリック

制御ファイルに障害が発生している
ので、エラーメッセージが正しく表示

されていません

制御ファイルのリカバリ
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リカバリアドバイス

リカバリのためのRMANスク
リプトが表示されます

クリック

制御ファイルのリカバリ
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リカバリジョブを確認します

リカバリ内容の確認画面が
表示されます

クリック

制御ファイルのリカバリ
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リカバリジョブの実行

制御ファイルのリカバリ
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データベースを起動します

クリック

制御ファイルのリカバリ
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まとめ

• バックアップ時のポイント
• 事前にバックアップ計画を策定しておく
• 取得したバックアップの管理を自動で
行うことが出来る

• リカバリ時のポイント
• 障害が起こっているファイルを特定できるときは、
オブジェクト単位のリカバリ

• 障害が起こっているファイルを特定できないときは、
データベース全体のリカバリ

Enterprise Managerを
通して、実行可能！
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【タイトル】年末カレンダー応募
【必要情報】
１、ご登録の氏名
２、ご登録の貴社名、所属部署名
３、受講された2009年11月・12月開催のセミナタイトル
４、現在ご検討中のシステムについてなど、Oracle Directに相談されたい
　　ことなどございましたら記載ください。

年末ダイセミ受講感謝キャンペーン

　　　　Oracle Direct Seminarを御愛護頂き、誠にありがとうございます。感謝の気持ち
を込めまして、合計100名様にWendy2010年版カレンダーをプレゼントいたします。11
月・12月に開催のダイセミを2つ以上受講頂いた方が対象です。是非皆様奮ってご応募
下さい!!

応募方法応募方法 ORD_SEMINAR_JP@ORACLE.COM

必要情報を明記のうえ、メールで
ご応募ください。当選者の発表は
発送をもってかえさせて頂きます。

プレゼントの送付先は、セミナ登録時にご登録されている貴社住所宛てに送付させて頂きます。
お客様の登録情報に、a.貴社名、b.部署名、c.役職名、d.住所が正しく登録されていることをご確認ください。
a,b,c,dの情報が正しく登録されていない場合はご応募が無効となりますのでご注意下さい。
お客様情報の変更はこちらから実施頂けます。

http://www.oracle.com/technology/global/jp/membership/index.html
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OTNOTN掲示版×ダイセミ　でスキルアップ掲示版×ダイセミ　でスキルアップ!!!!

※OTN掲示版は、基本的にOracleユーザー有志からの回答となるため100%回答があるとは限りません。　 　 ただ、
過去の履歴を見ると、質問の大多数に関してなんらかの回答が書き込まれております。

このようなお客様に、
Oracle Technology Network(OTN)の
掲示版の活用をお薦めします。

・セミナー中に解消できなかった疑問点を解消したい！
・セミナー終了後に疑問点が出てきた！
・一般的なその解決方法などを知りたい！

セミナーに関連する質問については、OTN掲示版の
「データベース一般」へ

http://otn.oracle.co.jp/forum/index.jspa?categoryID=2
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Oracle University Live Virtual ClassOracle University Live Virtual Class
無料ミニセッション参加で
Oracle University LVCコースが15% OFF！

インターネットを通じてライブで研修に参加できるOracle University Live Virtual Class (Oracle 
University LVC)のスキルアップ応援キャンペーンです。

その①
1時間のOracle University LVC無料ミニセッション開催！
オラクルユニバーシティの人気講師が、定番＆最新の研修コースから気になるトピッ
クをピックアップしてお届けします。

その②
参加者全員に、期間限定でOracle University LVCコース15%OFFをプレゼント！

無料ミニセッションお申し込み

スキルアップスキルアップ
応援キャンペーン応援キャンペーン

データベース
ミドルウェア

ビジネス・
アプリケーション

Oracle E-Business Suiteの新機能から、Siebel、PeopleSoft、
JD Edwords、Agileの入門コースまで、気になるトピックが勢揃い！

『パフォーマンスチューニング』『Data Warehouse』などに
ピンと来た方、必見です！

http://education.oracle.co.jp/lvc_session_0911/

http://education.oracle.co.jp/lvc_session_0912/

無料セッション
＆割引詳細

無料セッション
＆割引詳細

（開催日：11/2、11/12、11/13）

（開催日：11/20、11/27、12/3、12/4）
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運用

構築 設計

IT 企画

経営企画

業務改善計画の作成支援
• 業務診断サービス
• BIアセスメントサービス

システム企画の作成支援
•業務診断サービス
•BIアセスメントサービス

RFP／提案書の作成支援
•BIアセスメントサービス
•メインフレーム資産活用相談サービス
•仮想化アセスメントサービス
•Oracle Database 構成相談サービス
•Oracle Database 高可用性クリニック

システム構築時の道案内
•Access / SQL Serverからの移行
•MySQL / PostgreSQLからの移行
•Oracle Database バージョンアップ支援
•Oracle Developer Webアップグレード
•システム連携アセスメントサービス

システム運用状況の診断
•パフォーマンス・クリニック・サービス
•システム・セキュリティ診断サービス
•データ管理最適化サービス

ITプロジェクト全般に渡る無償支援サービス
Oracle Direct Conciergeサービスメニュー
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http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

Oracle Direct 検索

あなたにいちばん近いオラクル

Oracle Direct
まずはお問合せくださいまずはお問合せください

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。

※フォームの入力には、Oracle Direct Seminar申込時と同じ
　　ログインが必要となります。
※こちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので、ご登録さ　　れて
いる連絡先が最新のものになっているか、ご確認下さい。

0120－155－096　
※月曜~金曜　9:00~12:00、13:00~18:00

　　（祝日および年末年始除く）

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。

システム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。
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以上の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。また、
情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはできません。
以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメント（確約）するもので
はないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さい。オラクル製品に関して
記載されている機能の開発、リリースおよび時期については、弊社の裁量により決定され
ます。

Oracle、PeopleSoft、JD Edwards、及びSiebelは、米国オラクル・コーポレーション及びその子会社、関連会社の登録商標で
す。その他の名称はそれぞれの会社の商標の可能性があります。


